
群 馬 県 川 場 村 の 珪 藻 と 水 生 昆 虫（２） 

掛川優子ⅰ・小林俊介ⅱ・川口佳姫ⅱ・神田茉希ⅱ・青井透ⅱ・中島啓治ⅲ 

 

要  旨 

 

本調査は2007年に行った｢群馬県川場村の珪藻と水生昆虫｣に次いで、2008年 4月に桜川、

薄根川、赤倉川、川場谷の中、上流域で、生育する珪藻と水生昆虫（一部訂正動物を含む）

及び水質について行ったものである。 

その結果、珪藻は 14属に属する 34分類群を確認することができた。出現した珪藻の多

くは流れのある清澄な水域に優占してみられる種であった。 

水生昆虫は 10目 40科 76 種類を確認した(一部底生動物を含む)。2007 年に確認した種と

あわせると、12目 47科 95 種類となった。 

希少種としては、群馬県で絶滅を危惧される種1を 4種確認した。 

上流域では、種類数・個体数ともに多く、多様で豊かであった。しかし上流域であって

も、人為的影響の考えられる地点では種類数や個体数は多くなかった。 

水質は上流域で湧水の豊かな地であるが、無機態窒素は平均は 0.745 mg/l と高い値を示

した。リン酸態リン（PO4-P）については平均 0.013mg/l と低い値を示した。 

１、はじめに 

 川場村の水生生物相を明らかにする

ため、07年に行わなかった桜川上流、薄

根川、赤倉川、川場谷で水生生物調査と

水質調査を行った。これにより、川場村

の主な河川（溝又川以外）の水生生物相

を知ることができた。 

２、調査内容 

付着藻類調査、水生昆虫生息調査及び

水質調査をSt.3～St.8で行った。St.1、

St.2 は 07 年の調査地点を整理して記載

した（図 1）。 

1) 調査地点と調査月日 

                            
1 群馬県（2002）群馬県の絶滅のおそれのある野生生物ハンドブック「動物編」、県環境生活部自然環境課 

ⅰカワゲラの会 ⅱ群馬工業高等専門学校環境都市工学科 ⅲぐんま珪藻研究会 

 

図１  調査地点位置図 

St.1 、St.2 は 07 年調査地点 



田んぼの用水 

St.2 湧水(谷地)(0７調査 St.2・3)  

①桜 川 

St.1 冨士山ビレッジ(0７調査) 

St.3 庚申橋(08.4.13) 

St.4  川場スキー場下(08.4.13) 

②薄根川 

St.5  武尊温泉萱の家前(08.4.13) 

③赤倉川 

St.6 赤倉川本線(08.4.27) 

St.7 赤倉川沢(08.4.27) 

④川場谷 

St.8 川場谷ダム下流(08.4.27)2) 調査方法 

珪藻類組成調査、水質調査とも、20007 年調査と同様に行った。 

ⅰカワゲラの会 ⅱ群馬工業高等専門学校環境都市工学科 ⅲぐんま珪藻研究会 

 



水生昆虫調査については、定性調査も行った。定量調査に使用するネットを使用した。調

査地点によって 0.25 ㎡定量採集（0.25 ㎡）を 2回行い、それぞれを 1検体とした。ともに

流水中のさまざまな環境で採取することを心がけた。種の同定は、日本産水生昆虫 科・

属・種への検索に準拠し、谷田一三（2000）原色川虫図鑑も参考にした。 

 

３、調査結果 

1）珪藻類組成調査試料採集地点は，St.6 赤倉川本線と St.8 川場谷ダム下流の 2地点で

ある．今回の調査では 14 属に属する 34 分類群を確認した。顕鏡下で試料毎に 200 殻を計

数し、出現頻度（％）を算出した（表１）。 

優占的に出現した種とそのの生態を以下に示す。 

１Achnanthes bioretii：清らかな水を好み、pHに関しては中性～やや酸性を好む。 

２Achnanthes clevei：清冽な河川・湖沼に出現し、pHが中性の水域に出現する。 

３Achnanthes crassa：有機汚濁に関しては広く適応でき中性の水域を好む。 

４Achnanthes minutissima：きれいな水から汚れた水まで広く出現する普遍種であるが専

ら清水域に見られる。pHは中性から強いアルカリ性の水域に見られる。 

５Ceratoneis arcus var. amphioxys：典型的な好清水性種で pHはアルカリ性を好む。 

６Cocconeis placentula ：機汚濁に関しては広く適応できアルカリ性の水域を好む。流 

（単位・200 殻） 

表 1 調査地点に出現した珪藻のカウントリスト 

種　　名
川場ダム

下流
赤倉川 性質 階級 有機汚濁度 pH

1 Achnanthesbioretii 23 好清水性種  Ｃ 不明
2 Achnanthes convergens 17 好清水性種  Ｃ 貧腐水性? 極貧腐水性 中性種
3 Achnanthes clevei 23 好清水性種  Ｃ 貧腐水性 中性種
4 Achnanthes clevei var.rostrata 2
5 Achnanthes crassa 68 10 広適応性種 Ｂ α 貧腐水性 中性種
6 Achnanthes daonensis 2 1
7 Achnanthes  japonica 3 15 好清水性種  Ｃ 貧腐水性? 極貧腐水性 中性種
8 Achnanthes laevis var.quadratarea 1
9 Achnanthes lanceolata 1

10 Achnanthes lanceolata  var. rostrata 10 広適応性種 A? C 中腐水性? 貧腐水性 好アルカリ性種
11 Achnanthes laterostruta 1
12 Achnanthes minutissima 27 広適応性種 A? C 強腐水性? 極貧腐水性 中性種
13 Achnanthidium japonicum 2
14 Asterionella formosa 10 好清水性種 C 貧腐水性 中性種
15 Ceratoneis arcus var. amphioxys 67 好清水性種 C 好アルカリ性種
16 Cocconeis neodiminuta 4
17 Cocconeis placentula 28 広適応性種 A? C 好アルカリ性種
18 Cymbella sinuata 6
19 Cymbella silesiatum 1
20 Cymbella  tumidm 7
21 Cymbella ventricosa 18 好清水性種 C 貧腐水性? 極貧腐水性 中性種
22 Diatoma mesodon 13 好清水性種 C 極貧腐水性 真アルカリ性種
23 Eunotia muscicola var. penminuta 1
24 Frustulia rhomboides var.saxonica 1
25 Gomphonema angustatum 1
26 Gomphonema clevei 1
27 Gomphonema grunowii 2
28 Gomphonema longiceps 4
29 Gomphonema olivaceum 1
30 Gomphonema okunoi 8
31 Gomphonema olivaceum var. minutissimum 1
32 Navicula cryptocephala 1
33 Nitzschia  brevissima 1
34 Nitzschia  fonticola 1
35 Nitzschia palea 3 好汚濁性種 A β ,α 中腐水性? 強腐水性種好アルカリ性種
36 Stauroneis smithii 1
37 Synedra inaequalis 6
38 Synedra rumpens var. rumpens 6
39 Synedra ulua 1



水域、止水域ともに付着藻として出現する。 

７Cymbella ventricosa：典型的な好清水性種で pHは中性を好む。 

両調査地点で確認した主な種で Plate を作成し図 13-16 に示した。 

2）水生昆虫調査結果 

2008 年 4月 13日と同 4月 27日に桜川、薄根川、赤倉川、川場谷で調査を行った。定性

採集と定量採集（0.25 ㎡）で行った。どの地点も、大小の転石のある礫床の瀬であった。 

10目40科75種類を確認した(一部底生動物を含む)。2007年に確認した種とあわせると、

12目 47 科 94 種類となった。 

その中に群馬県の絶滅のおそれのある野生動物に指定される 4種を確認した(図 2)。 

絶滅危惧Ⅱ類のムラサキトビケラ Eubasilissa regina、準絶滅危惧のノギカワゲラ

Criptoperla japonica、ミネトワダカワゲラ Scopura montana、ミヤマウズムシ Phagocata 

vivida であった。 

全調査地点の採集リストを表 3-1・2に示した。 

各調査地点の概要は以下の様であった。 

①桜川(08.4.13) 

St.3 庚申橋（標高約 700ｍ） 

富士山ビッレジ近くのより上で、袂に庚申塚がある橋の直下で行った（図 8）。 

定性採集を行った。採集した個体の内、5目 24種類を確認した。カゲロウ目 3科 8種類（属・

種を併せ、以下種類）、カワゲラ目4科 5種類、

トビケラ目 7 種類、双翅目 3 種類、ウズムシ

目 1 種類であった。ウズムシは複数種生息し

ているように

思われた。 

優占して見ら

れたのはトゲ

マダラカゲロ

ウ属の一種

Drunella sp.

であった。ト

ゲヤマトアミ

カ Agathon longispinus を確認した（図 3）。山地渓流の早瀬の水中にやや稀に見られる種2

である。 

St.4 川場スキー場下流（標高約 1220ｍ） 

川場スキー場から約 300m 下った地点で採取した（図 9）。 

定量採集を 2回行った(0.5 ㎡)。特に優占的に出現した種はなかった。 

                            
2 川合禎次・谷田一三(2005)日本産水生昆虫科・属・種への検索、東海大出版会 

 
図 3 トゲヤマトアミカ 

山地渓流の早瀬に生息。背中の

1 節ごとに 6本の棘がある 

図 2 確認した群馬県の絶滅危惧種 

上左からムラサキトビケラ、ミネトワダカワゲラ、

下左からノギカワゲラ、ミヤマウズムシ 

 

 
 

 



採集した総個体数は 37個体で、７目 13科 17種類であった。カゲロウ目 1科 1種類、ト

ンボ目 1科 1種類、カワゲラ目 2科 3種類、アミメカゲロウ目 1科 1種類、トビケラ目 4

科７種類、コウチュウ目 2科 2種類、双翅目 3科 3種類を確認した。カゲロウ目は非常に

少なく、フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica1 種 3個体のみであった。ヤマトカワゲ

ラ Niponiella limbatella、ヒロバカゲロウ科 APHELOCHEIRIDAE gen  sp.マルバネトビケ

ラ Phryganopsychidae gen  sp.を確認した。ハコネサンショウウオ Onychodactylus 

japonicus も 1個体採集した（図 4）。トビケラ科 Eubasilissa regina を 1 個体確認した。 

この地点が全調査地点の中で個体数（平均）から見ると 19個体/0.25 ㎡で、もっとも群

集が小さかった。スキー場の影響があるのであろうか。 

②薄根川(08.4.13) 

St.5 武尊温泉萱の家前（標高約 740m） 

薄根川沿いの武尊温泉の宿の前で行った（図 10）。上流に

は約 100m 上にもう 1 軒武尊温泉の宿が約あり、更に約 1km

上に木賊（とくさ）温泉がある。 

定量採集を 1回行った（0.25 ㎡）。 

採集した総個体数 63個体は、3目 13科 1７種類内カゲロ

ウ目 5科 9種類、カワゲラ目 5科 5種類、トビケラ目 3科 3

種類で、種数は少なかった。ミドリカワゲラ科

Chloroperlidae gen sp.が優占的に出現した。ヒラタカゲロウ属も多く見られ、キイロヒ

ラタカゲロウキイロヒラタカゲロウ Epeorus aesculus、エルモンヒラタカゲロウ E.ｌ

atiforiumug などであった。ホタルトビケラ属 Nothopsyche sp. NA が 1個体見られた。弱

齢で鰓の分岐がまだ完全ではなかったが、特徴的な顔の斑紋ははっきりしていた(図 5)  

③赤倉川(08.4.27) 

St.6 赤倉川本線（標高約 1000m） 

赤倉林道を川場村側入り口から約 4km 上がったあたりで採取した。林道のほぼ中間地点

で小さな橋があった（図 11）。林道沿いに建物は見られなかった。 

定量採集 2 回（0.5 ㎡）と定性調査を行った。併せて 11 目 33 科 59 種類であった。定量

採集で出現した総個体数 110 個体 10 目 34 種類の内、カゲロウ目 6 科 10 種類、トンボ目 1

図 4 St.4 川場スキー場下地点で確認した種 

左からヤマトカワゲラ、ヒロバカゲロウ、マルバネトビケラ、ハコネサ

ンショウウオ 

  

 

 

図 5 St.5 ホタルトビケラの

弱齢幼虫。左・植物片で作った

筒巣に入っている。右・上半身 

  



科 1 種類、カワゲラ目 5 科 7 種類、ヘビトンボ目 1 科１種類、トビケラ目 4 科 6 種類、コ

ウチュウ目 1 科 1 種類、双翅目 4 科 6 種類、ウズムシ目 1 科 1 種類、ノドビル目 1 科 1 種

類、ミミズ綱 OLIGOCHAETA1 科を確認した。新たに定性調査でカゲロウ目 5種類、トンボ目 1

科 2 種類、カワゲラ目 3 科 5 種類、ヘビトンボ目１種類、トビケラ目 1 科 4 種類、コウチ

ュウ目 3科 3種類、双翅目 3科 5種類を確認した。 

定量調査では特に優占的な種はなかった。定性採集ではフサオナシカワゲラ属の一種

Amphinemura sp.が優占的に見られ、次いでオナシカワゲラ属 Nemoura sp.とシタカワゲラ

科 TAENIOPTERYGIDAE gen sp.が多く見られた。ヒロムネカワゲラ科 Criptoperla japonica、

アミメカワゲラ科 2種、スズキクラカケカワゲラ Paragnetina suzukii、ヤマトミジカオカ

ワゲラ Taenionema japonicum（終齢幼虫）が見られた。レゼイナガレトビケラ Rhyacophila  

lezeyi は川場では普通に見られた。ナナガレトビケラ属の数種 Rhyacophila spp、ヒメゲ

ンゴロウ Rhantus gen sp.を採集した（図 6）。ハリガネムシ Cryptoperla japonic を 1個

体確認した。本線脇の溜まりにヒキガエルの大群とその卵塊が大量に見られた。多様で非

常に豊かな印象であった。 

St.7 赤倉川沢（標高約 1000m） 

St.6 の約 50m 下流で北の崖から流れ込む沢で定性採集を行った。傾斜は急で、崩れやす

い真砂土の上を薄く流れ落ちる小さな沢であった。 

カゲロウ目 5科 9種類、カワゲラ目 3科 3種類、トビケラ目 2科 2種類、ウズムシ目 1科 1

図 6 St.7 赤倉川で見られた川虫  

上左からクサカワゲラ属 Isoperla sp.アミメカワゲラ科、スズキクラカケカワゲラ、ヤマトミジカオカ

ワゲラ、下左からレゼイナガレトビケラ、ナガレトビケラ属、ヒメゲンゴロウ亜科 

 

 
 

  

  



種類の 4目 11科 15種類を確認した。Scopura montana を 1個体確認した。 

④川場谷(08.4.27) 

St.8 川場谷ダム下流(標高約 900m) 

約 300m 上流にダム湖がある地点（図 12）で、定量採集 (0.25 ㎡)と定性採集を行った。 

定量採集で出現した個体数は29個体、定性採集と合わせて5目10科10種類を確認した。

定量採集ではカゲロウ目 3科 4種類、カワゲラ目 3科 3種類、トビケラ目 1科 1種類、双

翅目 2科 2種類、ウズムシ目 1科１種類であった。新た

に定性調査でカゲロウ目 1科 2種類、トビケラ目 1科 1

種類を確認した。鰓に特徴のあるキョウトキハダヒラタ

カゲロウ Heptagenia kyotoensis を 1個体確認した(図

7)。 

この調査地点が全調査地点の中で湿重量から見ると

0.478g/0.25 ㎡でもっとも群集が小さかった。ダムの影

響があると考える。 

3)水質調査 

測定した水質一覧を表 4に示した。2007 年調査地点の結果も記載した。 

全体として、無機態窒素は平均は 0.745 mg/l と高い値を示した。これは、東京等の近隣県

から風に乗って運ばれてくる窒素酸化物が雨と一緒に降り注いでくるため窒素濃度が高く 

なっていると考えられる3。 

リン酸態リン（PO4-P）については平均 0.013mg/l と河川上流域の低い値を示した。 

４、まとめ 

群馬県川場村の水生生物相を明らかにするために、珪藻類組成調査、水生昆虫調査と、

水質調査を行った。 

                            
3 3 青井 透、森 邦広、平野太郎(2004)首都圏から飛来する大気汚染物質(窒素化合物)と越後山脈周辺

の雨水及び沢水中窒素濃度との関係、土木学会環境工学研究論文集、Vol.41,pp97-104 

 

 

図7 St.8で見られたキョウト

キハダカゲロウ 

調査日 調査地点 Tw EC Cl- pH NH4-N NO2-N NOx-N
無機態
窒素

PO4-P T-N T-P

富士山ビレッジ 6.22 3 7.35 0.007 0.001 0.794 0.801 0.011 0.810 0.008
湧水(谷地） 5.96 2 7.29 0.008 0.001 0.493 0.501 0.042 0.476 0.037
富士山ビレッジ 6.99 6 7.35 0.006 0.002 0.727 0.733 0.005 0.800 なし
湧水(谷地） 7.05 4 7.20 0.011 0.001 0.487 0.498 0.033 0.514 0.044
桜川スキー場下 5.7 4.66 3 7.14 0.087 0.007 0.711 0.798 0.010 0.892 0.031
庚申橋 7.0 5.43 3 7.79 0.022 0.003 1.081 1.103 0.006 1.214 0.008
薄根川 6.4 5.27 3 7.97 0.020 0.002 0.912 0.932 0.003 1.058 0.013
赤倉川 10.4 3.63 2 7.70 0.008 0.002 0.805 0.813 0.001 1.148 0.010
川場谷ダム下流 6.9 4.54 2 7.83 0.000 0.001 0.527 0.527 0.004 0.692 0.010

川場（平均） 7.3 5.53 3.1111 7.51 0.019 0.002 0.726 0.745 0.013 0.845 0.020

2007/10/23

2007/11/30

2008/4/12

2008/4/26

＊単位は TW(℃)､EC(mS/m)､pH を除く他の指標は全て mg/l  

＊TW:水温､pH：水素イオン濃度､EC：電気伝導度､Cl-：塩素イオン濃度､NH4-N：アンモニア態窒素､NO2-N：硝酸態窒素

NOx-N：NO2-N+NO３-N=亜硝酸態窒素＋硝酸態窒素、PO4-P：リン酸態リン､T-N：全窒素､T-P：全リン  

表４ 川場村の水質一覧 



珪藻については、14種類に属する 34分類群を確認し、流れのある清澄な水域に優占して

みられる種が多いことがわかった。 

水生昆虫については、主に上流域で群馬県の絶滅のおそれのあるムラサキトビケラ、ミ

ネトワダカワゲラ、ミヤマノギカワゲラ、ミヤマウズムシを確認した。しかしミヤマウズ

ムシ以外は各１個体確認したのみあったから、今後が危惧される。ミヤマウズムシは各地

点で見られた。 

赤倉川上流域（標高約 1000m）では 11目 33科 59 種類を確認することができ、豊かで多

様な群集が見られた。桜川上流域（標高約 1220ｍ）では７目 13科 17種類しか確認できな

かった。薄根川武尊温泉（標高約 740m）は 3目 13科 16種類しか確認できなかった。流れ

込んでいるであろう温泉水の影響もあるのかもしれない。川場谷ダム下では、5目 10科 10

種類のみであった。 

水質調査からは、無機態窒素平均は 0.745 mg/l と高く、リン酸態リン（PO4-P）平均は

0.013mg/l と高くはなかった。全体としては、各調査地点の水質に大きな違いは見られなか

った。しかし、前述した水生昆虫の生息状況をみると、本水質調査の項目には現れない人

為的影響がある可能性を感じた。 

川場村にはかつてトキが生息していた日本の原風景が残るといわれる。その心和む風景

とともに、自然環境も豊かに残っていってほしいと願う。 
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図 10 St.5 薄根川（右・武尊温泉萱の家前）08.4.13 

  

図 8 St.3 桜川（右・橋と袂にある庚申塚）08.4.13 

  

図 9 St.4 桜川（川場スキー場下流、右・調査地点傍）08.4.13 



 

 

  

  

図 11 St.6 赤倉川（右下・川場側林道入り口）08.4.27 

図 12 St.8 川場谷ダム下 08.4.27 

（右上下・採集中の小林君と川口さん） 
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